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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
本論文は、ゼラチンハイドロゲルの硬さ及びマイクロ多孔質構造を制御することで、ハイドロ
ゲルで三次元培養した軟骨細胞の機能への影響を明らかにしたものである。まず、ゼラチン側鎖
のアミノ基をメタクリル酸無水物と反応させ、メタクリロイル基の導入率が異なる 3 種類のメタ
クリロイル化ゼラチンマクロマー及びヤング率が異なる 3 種類のゼラチンハイドロゲルを作製し
た。本ハイドロゲルで軟骨細胞を三次元培養し、硬さが高いゼラチンハイドロゲルで培養した軟
骨細胞は軟骨細胞本来の機能を最もよく保持されていたことを明らかにした。また、前述のメタ
クリロイル化ゼラチンマクロマーのヒドロキシ基及びカルボキシル基をメタクリロイル酸グリシ
ジルと反応させ、メタクリロイル基の導入量がさらに高いゼラチン修飾体を合成した。このゼラ
チン修飾体で作製したゼラチンハイドロゲルはさらに高い貯蔵弾性率に加え、低い生分解性を示
した。本ゼラチンハイドロゲルは軟骨細胞の機能を抑えることを明らかにした。さらに、ゼラチ
ンハイドロゲルにマイクロ多孔質構造を導入し、ゼラチンハイドロゲル多孔体の作製に成功し、
マイクロ多孔質構造による軟骨細胞の機能への影響を明らかにした。得られた結果にもとづき、
多孔質構造は軟骨細胞の増殖に有利に働くと結論づけている。これら一連の研究成果は、ゼラチ
ンハイドロゲルの硬さや多孔質構造などをデザインすれば、ハイドロゲルで三次元培養した軟骨
細胞の機能を制御できることを示しており、軟骨組織の再生のための足場材料の設計・作製にお
いて重要な学術的貢献を果たすものである。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として十
分な学術的価値をもつものと認める。 
 
 
〔最終試験結果〕 
平成２９年８月１８日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
